
壁

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。）

特
定
避
難
時
間
（
特
殊
建
築
物
の

構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応

じ
て
当
該
特
殊
建
築
物
に
存
す
る

者
の
全
て
が
当
該
特
殊
建
築
物
か

ら
地
上
ま
で
の
避
難
を
終
了
す
る

ま
で
に
要
す
る
時
間
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。）

特
定
避
難
時
間

柱

特
定
避
難
時
間

床

特
定
避
難
時
間

は
り

特
定
避
難
時
間

屋
根
（
軒
裏
を
除
く
。）

三
十
分
間
（
特
定
避
難
時
間
が
三

十
分
間
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
特
定
避
難
時
間
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

階
段

三
十
分
間

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
十
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

及
び
第
二
号
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
四
号
イ
」
を
「
第
一
項

第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
六
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
四
号
イ
」
を
「
第

一
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
六
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
三
十
七
条
ま
で
」を「
第

三
十
六
条
の
三
ま
で
、
第
三
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項

第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
三
号
イ
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中
「
第
二
十
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
一
節
中
第
三
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
）

第
三
十
六
条
の
四

法
第
二
十
条
第
二
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で

定
め
る
部
分
は
、
建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
が
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互
に
応
力
を
伝
え

な
い
構
造
方
法
の
み
で
接
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
部
分
と
す
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

二
十
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
三
号
イ
」を「
第

二
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
百
七
条
の
二
第
一
号
中
「
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
十
五

条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
二
十
七
条

第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
百
十
条
か
ら
第
百
十
条
の
三
ま
で
に
お
い

て
同
じ
。）」を
加
え
る
。

第
百
九
条
の
二
の
二
の
見
出
し
中
「
準
耐
火
構
造
」
を
「
準
耐
火
構
造
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
建
築
物
」
の
下

に
「
及
び
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
特
殊
建
築
物
（
第
百
十
条
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
」
と
い
う
。）」を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
き
裂
」

を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
の
六
を
第
百
九
条
の
七
と
す
る
。

第
百
九
条
の
五
第
二
号
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
条
の
六
と
し
、
第
百
九
条
の
四
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
規
模
の
建
築
物
の
壁
等
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
五

法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
（
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ

て
火
災
が
継
続
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
時
間
を
い
う
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）加
え
ら
れ
た
場
合
に
、

当
該
壁
等
が
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、当
該
加
熱
面
以
外
の
面（
屋

内
に
面
す
る
も
の
に
限
り
、
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）の
温

度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

壁
等
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、

当
該
壁
等
が
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
当
該
壁
等
以
外
の
建
築
物
の
部
分
の
倒
壊
に
よ
つ
て
生
ず
る
応
力
が
伝
え
ら
れ

た
場
合
に
、
当
該
壁
等
が
倒
壊
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

壁
等
が
、
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
、
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。）か
ら

屋
外
に
出
た
火
炎
に
よ
る
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た
他
の
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。）へ
の
延
焼
を
有

効
に
防
止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
の
主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
十
条

主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
基
準

イ

次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た

場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
掲
げ
る
時
間
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の

他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

壁
、
床
及
び
屋
根
の
軒
裏
（
外
壁
に
よ
つ
て
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
と
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
も
の

を
除
き
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加

え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
特
定
避
難
時
間
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

以
外
の
部
分
及
び
屋
根
の
軒
裏
（
外
壁
に
よ
つ
て
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
と
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
も

の
を
除
き
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
当
該
加
熱
面

以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。）の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ハ

外
壁
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら

れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
特
定
避
難
時
間
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外

の
部
分
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生

じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準

第
百
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
外
壁
の
開
口
部
）

第
百
十
条
の
二

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
外
壁
の
開
口
部
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
で
あ
る
も
の
（
法
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建

築
物
の
外
壁
の
開
口
部
を
除
く
。）

二

他
の
外
壁
の
開
口
部
か
ら
通
常
の
火
災
時
に
お
け
る
火
炎
が
到
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
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